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社會組織の變化
に，
際して何等かの形式
の革命
 

.を
必
嬰
ビ
す
る
か
？
或
び
は
勢
©
赴
く
に
從
つ
T '
;
社
會 

組
織
は
漸
次
に
發
M
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
而
し
て
そ 

れ
等
の
變
化
は
J

革
命
に
依
る
と
發
E
に
依
る
^j

を. 

問
は
ず
、
.̂

人
爲
を
必
製
ビ
す
る
か
、若
し
く
は
自
然 

必
然
的
に
惹
起
す
る
も

の

で

あ
る
の
が

。

近
時
社
會
問 

題
の
喧
し
く
論
#

る
、
に
常
つ
て
、
此
の
種
の
疑
問 

を
抱
懷
す
る
の
は
蓋
し
止
む
を
得
ぬ
こ
€
で
あ
ら
ぅ
。
 

是
等
の
問
題
を
持
し
て
：福
田
博
士
の
近
業「

社
#
政
策 

>£
階
級
闘
^」

を
讀.
む
時
、
恐
ら
く
啓
骚
さ
る
^
ビ
こ 

ろ
^
く
な
い
だ
ら
う
々

第

三

媿

1
H
六

本
書
は
，

ニ
！
！

に
分
た
れ
テ！

を「

社.
#
政
策
序
論」

と 

な
し
、
他
を「

階
級
闘
爭
ど
$1
:
當
事
者」

^
呼
ぶ
。
是
等 

兩
者
は
フj  
y

に
あ
：る
狀
態
で
は
、聯
絡
が
十
分
に
f

 

か
に
な
つ
て
居
な
い
。」

然
し
前
後
相
俟
つ
て
博
ヤ
，の» 

社
會
觀
をj

層
明
か
に
看
取
す
る
こ
;̂

が
出
來
る
。

.

.
マ
ル
ク
ス
の
議
論
に
從
へ
ば
、
現
在
の
資
本
^
義
的 

社
會
形
態
は
必
然
的
.に
次
ぎ
に
來
た
る
べ
き

社

#

*

_

 

的
社
會
形
態
に
讓
る
べ
き
替
で
お
る
。
而
し
て
資
本
主 

義
組
織
の
完
成
は
こ.
、

に
社
#
主
義
的
社
會
制
度
の
發 

生
を
齎
ら
す
も
の
で.
あ
る
。
從
つ
：て
斯
く
の
如
き
發
鲅 

が
少
數
堪
命
家
の
手
に
依
つ
て
*
さ
る
、
も
の
で
な
い 

.
こ
U

明
か
で
あ
る
。
福
田
博
士
は
マ
ル
キ
シ
、ス
ム
の 

必
^
論
を
樂
»
說
マ」

し
て
排
斥
し
、「

資
本
主
義
を
以 

V

其
自
ら
に
崩
壤
す
可
S
必
然
的
運
命
を
有
し
て
居
る 

も
のV

は
認
め
な
い
。」 (

序
文
六
頁)

そ
こ
で
博
士
は 

マ
ル
ク
ス.
の
擴
張
苒
生
齑
^ .
ょ
6
資
本
主
義
崩
壊
必
然 

理
論
を
考
察
し
、
其
の
資
本
主
義
生
產
行
き
.詰
卜
の
理 

論
に
就
い
て
左
の
如
き
批
評
を
下.
さ
れ
て
居
る
。

「

マ
か
ク>
は
其C
生
產
ミ
咐
毀w

の)

不：：

致
か
主
張
し
た
點
で
は
大

•

^

名
悲
觀
論
恭
で
あ
る:>
_
乍
去
、
此
不】

致
此
矛
盾
は
、
資
本
制
生 

滗
|:

內
在
的̂
L

の
で
わ
る
ミ
做
し
、
典
矛
盾
の
爲
めI:
、
資
本
主 

義
t';

然

的

^

マ
る
も
の
ミ
信
じ
れ
の11
、
ぺ
大
な
る
缴
觀

|:
耽 

け
つ̂
-

^

の̂

云
は
ね
ば̂

ら
^
り
我
タ
の
僅
か
ー
レ
有
マ
る
视
在
經 

濟
紙
織
の
客
觀
的
硏
究
ょ
り
來
る
流
撖

i
.

論
は
、此

產
-レ
於
い
て
、 

最
杨
の
悲
觀
^
敎
ゆ
る
の
み
で
あ
る
。
資
本
主
教
は
決
し
ズ
內
花
が 

,

笊
盾
を
布
し
て
思
ら»
•
;.
.

其
の
無
限
擴
猥
は
ァ9
:
ス
ト
テ
シ
ー
ス
が': 

ニ
千
年
の
昝1
1於
て
明
示
し
て
蹬
い? :
通
り
、
典
れ
自
ら1-
は
之
れ 

I

备

さ1

の
限
界
かI
抱
し
て
居
らW
O

從
つ
て
、
此
の
内
在 

的
矛
盾
の
爲
め|-
、「

资
本
主
義
が
卑
晚
萠
壞
彳
可
旮
必
都
性
は
些
も 

吳
し
て
11
罟
ら
ぬ
0
否
、
彌
々
肥
へ
太
リ
、
益
々
擴
張
發
展
し
行
く
- 

必
然
性̂

^

L

て
届
各
の
み
で
あ
る5
°約
し
て
一
方
へ
ば
、
過
超
生
康 

は
、
或#

付
な
除
ぐ
，の
外
、：
今
日
の
資
束
制
生
產
の
見
地
か
ら
見
て 

1
*

洛
然
的
！

1

掛
A

も
の
で
は̂

い
と
同
時̂

、
摩
先
經
濟
の
立
湯 

ぃ
ら
It

、
葫
々
益
々
增
如
すt
d

の
で
わ
る。J

 

(

丑
〇
為
丨
五
〇 

•'
:

へ..
-頁)

'-
:

.

へ：

.

.

.

.

此
の
K
に
關
し
て
河
上
肇
博
士
は
其
の「

社
會
間
題 

硏
究J

第
三
十
冊
に
於
ぃ
て
、
福
田
博
士
の
文
を
攻
擊

.し
て 

;•
:
:.

「

し
か
し
此
の
稱
の
織
輪11
、晋
々
が」

? :

び
生
産
財
の
性
質
を
明
か 

!
2
す
れ
*は
、赞
1-1び
^
?:
先
り
も
無
く
親
つ
て
仕
舞
ふ
も
の
で
わ
る

0
 

:

:

1
切
の
生
産.
財
は
，1

ゆ
生
產
手
段
と
稱
せ
ら
ゐV

I

-

ふ
つV

 

,

も
明
か
な
る
が
如
く"
；そ
れ
は
窮
極
、
他
の
享
樂
財
か
生
產
マ
^
爲

第
十
六
嵇(

四
二
七〕

：

新
刊
紹
介

め
の
手
段
れ
ゐ
も
の
で
あ
る
。.
：
即
.
ち
1
切
0.
生
產
財
は
ゼ̂
^

^
 

毀
の
爲
め
の
需
架1-
郎
つ
て
朝
獒
し
て
ゐ
ゐ
の
で
め
る
。

「

典
處
に
11
撒
然̂

し
弋『

沿
毀C
消
默̂

れ
め
の
需
要)

ム
リ
來
る 

制
限』

.

が̂

る
o
'
，
さ
ぅ
し
て
正
じ
此
の
制
限
の

t :

v6
K

資
本
4f
;i e 

的
靖
舯
の
特
徴
れ
る.『

資
.本
は
無
限
の
增
植

』
が
腿
々
有
カ
に
肌
土 

;

せ
ら
れ
て
、.是
れ
亦
資
木
主
義
的
辎
神
の
特
徵
| :

ろ『
燉
槳
恐
慌』

か
，
 

想
令
超
す
。

r

射
論
產
業
の
迆
歩
に
從
ひ
、
固
洚
資
本
は
.
次
第
じ
戴
さ
か
爲
す

|̂
至 

る
が
故
卩
、
一
定
の
時*1

定
の
社
會
じ
存
在
マ
る
屯
產
財
は
"
莩 

澳財
！！

對
し
て"

次
第
|^

其
の
割
合
如
增
大
す
る
。

.

.
斯
機
に
し 

V

資

木

蠢

故
f

於
け
泰
f

幾
分
霖
泛
延
明
す
る 

こ
ミ
が
出
來
る
。̂
ぅ
し
て
其
の
然
る
限
り1!
於
て
、
資
木
主
翁%

.

辯
護
マ
る
學
卷
も
そ
の
理
論
の
矛
盾
か
瀰
縫
し
て
行
く
こ
式
が
出
來 

る
。

」
(

同

上

撖
. ^

1
〇
七
七
丨
八
〇〕

然
し
此
處
で
問
題
•ど
す
る
の
は
其
の
結
論
^

し
て
必 

然
的
に
資
本
主_

的
.社
會
制
度
が
崩
壤
す
る
か
如
何
か 

'£
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
。
勿
論
是
だ
け
の
理
由
の
み
を
以 

つ
て
資
本
主
義
制
.度
が
必
然
的
に
崩
壤
す
る
と
は
考
へ 

ら

れ

なS
。

此
の
雜
に
關
し
て
余
は
小
泉
敎
授
が
其
の 

論

文「

資
本
主
義
0
成
‘
熟
ビ
社
會
主
_
-
.

(

時
事
新
報
一 

月

)

に
.於
い
て
.「

目
前
の
*

實

は

則

.ち

斯

の

如

き

も

の
 

で
、

而
し
て
此.
事
记
由
0
、て
資
本
主
義
は
生
產
過
剩
を

第111

號

I

k

,

; !
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へ.
:

想
十
六
怨
，」

(

四11

八)
」

解
列
紹
夼:

-
必
f
し
^
そ
の
必
至
の
氣
命
で
な
い.
こ
^
を
說
明
し
て 

:
:©

る
の
で
あ
る
。
吾
々
は

'«
本
主
義
の
恐
條
に
由
.る
自 

動
的
倒
壊
を
豫
期
す
る
乙W

は

出

來

な

，
い
.
の

で

あ

る

。

」

.

ど
云
ふ
^
同
じ
て
又
今
，，ロ
，の
生
齑
消
#
の
關
係
ょ
り
見 

て
、
福
11
1
敗
士
の
所
說
^
赞
ず
る
著
で
あ
る
。
小
衆
敎 

授
は
更
に
資
本
主
義
制
度.€

倒
壤
に
關
L
>
其
の
ブ
ロ 

レ
タ
タ
ャ
對
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
の
階
級
«
带
に
就
い
て」 

論
及
S
れV

®

る
。
，蓋
し
社
會
組
織
の
變
遨
を
必
然
的 

の
も
の
^
見
ダ
し
て
論
^
ん
ど
す.
れ
ば
、
勢
ひ
31

に
階 

級
關
爭
仪
有
無
、
澈
義
等
に
及
ぶ
ベ
5
篑
で
あ
ふ
バ

「

マ
ル
ク
ス
の
訛1
1從
へ
ば
资
木
主
義
沪
琰
達
の
棋
上
| -

撕
し
て
社
シ 

f r

中
；龍
社#
^

花
の
物
的
條
件
が
旣
じ'そ
の
胎
內
に
#
化
す
る
ミ
令 

は
、
即
ち
勞
働
将
が
ぐ
の
境
遇
が
桃
へ
雛
し

w

し
て
锩
制
度
の
破
域 

を
敢
行
. ^

る
時
で
わ
，
る
0

.;
'

併
し
其
後
の
根
货
の
觀
察
：は
此
の
ニ
つ
の 

琪
が
必
す
しt

問
時
ド
起
ら«

こ
す
か
教
へ
て
坑
る
-
勞
働
本
の
狀
璐 

が̂

へ
雖
合
も
の
ミ
な
ゐ
國
は
、
必
^

J

L

资
水
ま
義
が.彼
達
の；̂
 

度
,̂
'

達
し•て

：！5

る
國
で
は
無
い
。
同
時
に
资
本
主
義
的
先
進
M

は
" 

檄
ね
勞
働
衣
の
境
遇
の
比
較
的
般
汝
蒽
な
國
で
め
る
。

」 

「

次
の
社
曾
の
存
立
の.物
的
.
味
件
が
菸
，社
會
の
胎
内| :

孵
化
す
る
ミ. 

'
さ
と
风
浓|:
,取
.
て
M

の
境
遇
が.
權
ぇ
難
合-
0
り
ミ̂

る
時
と
が.
.
.一.致 

す
る
揚
合
|;
は
落
社
倉| 1

苹
命
1
1依
っ
て
新
社
會
に
拗
肜
す
る0
反

0

^

.

B 

t

3
A-

之
次
の
社
徵
办
存
立
條#

が̂

に
異
は
つ
て
も
、
说
衆

|:
収
つ
て
其 

狀
態
が
姐
え
難
咅1'
;

0 :
>
>

な
ら
ぬ
：勘
合
|:

は
、
推
移
は
平
和1:
漸
久 

-

的L
L

行
は
れ
る
。
然
る
ら
次
の
社
會
の
存
送
條
件
は
朱
だ
菸
社
鍵
の 

胎
內
I'
:

孵
化
し
て25

ら
»

u

も
拘
ら
で
.'

斑
縱
の
境
遇
が
馘
|:
壩
之 

雖
旮
も
の̂

な
る
場
ひit
It

秧
蹲
の
破
壊
丈
が
行
は
れ
て
、
新
社
會 

\

の̂

^

が̂

い
。

」
(

此
の
ニ̂

、
前
报
小
敗
教
授
論
文

)

\
「

無
產
恶
»
藤」

^
如
き
笨
命
的
改
新
の
行
は
れ
る
場 

|

合
は
階
■
闘
爭
の
蕺
も
激
烈
な
る
場
合.
で
ぁ
る
。
然
し 

\

z

、

に
民
衆
の
騰
姐
が
堪
え
難
き
も
の
^
な
る
場
As
€ 

|

は
如
何
な
る
狀
態
を
：指
し
て
云
ふ
の
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
又 

\

社
會
の
推
移
が
牛
和
に
漸
次
的
に
行
は
れ
る
時
に
於
い 

|

て
も
、
尙
ほ
階
級
鬪
領
が
何
等
か
の
形
式
で
行
は
れ
る 

|

の
は
何
故
で
ぁ
ら
ヶ
か
。「

階
級
_
爭
を
是
認
す
る
人
は 

\
’

勿
論
の
事
、，之
を
杏
認
す
る
人
S
雖
も
、
階
軟
の
莽
-仕 

其
も
の
を
；杏
定
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い
、
階
級
の
存
在 

が
*
て.
階
級
闘
^
の
事
實
を
產
み
出
す
こ
^
も
、
亦
否 

定
す.
る
こ
ど
^-
出
來
な
い
。」 (

本
書
ー
ー
六
七
質
.：'而
し
て 

，「

階
級
の
對
抗
が
重
®
の
事
'實
ど
な
つ
た
の
は
、一

方
は 

:
'事
業

.0
主
體
た
る
麼
主
、.
，他
万
は
單
に
®
傭
せ
ら
れ
て 

働
く
勞
働
者
で
：ぁ.
0.
て
、
其
得
る
所
#
が

I

方
は

i

自

■P-

.ノ •

決
的
で
あ
り
、
他
方
は
他
決
的
で
あ
る
ミ
云
ふ
' *
-

^

か 

ら
起
つ
te
の
で
あ
る
。K
词1

一̂

三
頁)

傭
ら
ば
民
衆
の
：
'
 

0

0

が
堪
ぇ
雛
き
場
合
に
の
み
赠
級
鬪
淨
が
惹
起
す
る.

も
の
で
な
く
、
又
斯
く
；の
如
き
場
合
に
惹
起
す
る
も
の 

は
時
に
堪
な
る
騷
動
:̂
過
ぎ
な
い
"こ
ヒ
も
あ
る
。
賃
傲
パ 

勞
働
階
級
が
其
の
被
摊
收
被
抑
腮
の
境
巡
を

脫

せ

ん

ゼ
一
 

す
る
階
級
闘
爭
诚
必
ず
- L

も
*

'0
«
»
が
極
度
に
: #

ぇ
一 

難
き
，場
合
に
の
み
起
る
'0
で.
は
«.
ぃ
。
又
そ
れ
た
け
で
，_
一
 

は
其
'の
重
®
の
度
は
甚
«
» :
少
で
あ
る
0 
:

'

一
 

.「

喈
成y

階
級w

の
_

爭
、勞
働
階
顧
ミ
資
木
階
級
ミ
の
杭
箏
は
知
何
ぃ 

■: 

U

故
截
で
あ.
つ
弋
も
、
其
れ
丈
ゆ
，で
商
ち
じ
社
會
其
も
の
、
問
瓯
れ 

4
&

る
t

の.
で
は̂

い
!0
#

石
l

i
JI
f
c

の
階
級_

爭
11
祁
實|'
^
於

て

眸 

翁
が
自
ら
何
上
琰
展
す
る
上
は
於
ける
生
み
の
苦
し
み
- T

あ
り
、
成 

提
.
の
惱
み
で
あ
ゐ9 
_
家

の

爲

め
I-
併
吞
し
肅>
-

れ
て
居
て
時
代̂
. 

永
ぐ
永
く
經
過
し
ャ
狻
ハ
ザ^

欲
見̂

ち
れ
れ
社
會
は、
S

 

:
,
見 
>

」

和
. ^
|-

丨

否

、«
赞
现̂

球
が
'

~
~
~

胤
ち
1-
不3、
其
；れ11

先 

つ
て
、
永
く
此
鹿
み
の
苦
し^

の
內
;|
:

ゎ
つ
? :

。」 (

ニ
七
|

ニ
> \

浪)

. 

.「

殊
に
勞
砌
爭
饑
を̂
レ
ー
の-
ブ
ラ
ィ
ス
令
ヵ-ム
プ
ハ
傚
櫓
勋
爭
^
し
見 

る
の
失̂

が
諧
し
く
顔
は
る.
、
の
で̂

る
。
桩
つ
弋
勞
働
爭
鰌^

瓶
‘

る
可
介
ら
ざ
る
理
山̂
存̂

&

の
で̂

ゐ
,0
#

例
淨
薇.
|1
|«
=

3ブ
ヲ
ィ.

;

::
'

::

第
屮
六
翁
，
S

一
九) 

'
虞

湖
^

ス
*
‘
ヵ
ム
ブ』

で
な
く
、
？メ
ゾ

-7
エ
ン
*

«

ム
ブ
e a
c

人
の
_

s

v
-e

あ 

り
、
否
<

,v
'/
x

丨
ン
W

ヒ
ヵ
ィ
-ソ
*

ヵ
ム
ブ
5 (

人
格
轵
淨)

而
し 

て
然
る
が
故|:
厚
决
_

爭
た
ゐ
所
以
技|:
存
マ
る
の
で
わ
る0」

(

一
 

'.九 
一
 

T

 

U1K

1
:

.

.傅
士
が
價
格
經
濟
學
に
對
し
て
厚
生
經
濟
學
を
カ
說 

せ
ら
る
、
所
以
も
亦
此
の『

社
會』

の
發
晃
に
*
く
も 

の
で
は
な
い
だ
.&
ぅ
か
。
即
^
^
姐

'»
^
は
^
^
る
生 

)

な
活
維
持
€
し
ス
賃
銀
所
耨
の
間
題
に
終
る
も
の
で
は 

い
。
然
ら
ば
博
士
の
云
ふ『

社
會』

S
は
例
で
あ
ら
ぅ 

か
。
■X
A
の
社
會
セ
國
家
Z
U
如
何
な
る
關
孫
に
立
つ. 

も
‘Q,
1?
*
ら
う
，か

「

社
會
の.
存
崔
を
見
出
さ
な
い
前
と
派
I"
社
會
は
働w

し
て
#
從

.L 

.
て
罟
-t
;
。
從
つ
て"

與
荏
祐
V
認
め
る
こ.
w
tc
く
し
て
は
、
解
釋
し 

得
:%
れ
ざ
名
現
象
が
様
々
ゎ
つ
t:
が
、*

,
.
-
人
は
多
く
此
等
の
砚
象 

か
屈
ダ
名
に
異
例
ノ
除
外
例
か
似
て
し
て
屉
ハ
。̂1

丨
ニ
5 

s

-及
對
せ
る
ニ
つ
の
陶
家
赞
擧
が
生
れ
? :

。
一
は
.：
階
級
惝
衆
觀 

闘
爭
國
家
觀
で
ぁ.
ゐ

.°-
他
0
ー
 
は
*:.
侧
家
全
能
贺
學
で
ぁ
芯
0 
:
 

:_
ふ
中
略
V
:

而
L
て
此
ニ
つ
0
異
つ
t :

见
解
は
、

K

U

關
胺
し 

て
、
國
家
將
來
觀
に
就
て
、
又
ヤ
全
く
異
つ
れ
解
釋
か
决
す
る
と
ミ 

、
打
ゐ
.0
.
，て
ゎ
2>
0
ー.
は
人
顧
文
明
の
ー
切
の
观
象
か
擧
げ
て
、
之 

'れ
か
蝌
家
に
歸
裁
せ
し
七
可
令
も
の
、
,

常
然
？
f

t
言

第
三
-m.

1

5?
九

I
I
I

II



丨
第
十
六
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「

新
邦
紹
介
;;

ン

•

し
”
他
は
人
類
文
明
の#

逯
1!
從
ぴ
、
國
家
は
其
の
爲
す
可
さ
仕
祺 

^

^

つ
て
其
常
然
の
連
命
に
服
し
終
る
可
合
も
の
、
又
は
常
然
服
し 

裕
る
に
A

違
な
い
t

のW

見
る
の
で
わ
る
。
技
に

『

社̂
.

の
饿
見』

が 

锨
大
k

關
係
か
持
ら、
S

 

>

な
る
。«=

0
肚
會』

の
存
在
4>
十
分
意
識
し 

.

な
い
時
代
1
1わ
つ
て
2
1、
國
家
-
し
歸
旙
し
な
い
琪
項{1
之̂

『

涸
人
；

に
緙
_

せ
し
め
ゐ
外11
な
い
.
0
1然
七『

腿
、
(1
=
»1-
歸
蹯
ぜ
し
め
得
な
い
へ 

こ
ふ
t

必
す
わ
る
。
然
石
揚
合
、

…

.

國
家
1:
.

1
括
す
る
能
は
す，
'
:■
'
■\ 

(0
\

に
.
分
割
し
能
は
ざ
る
此
等'0
異
例
的
视
象
は
之̂
あ
げ
て『

社

」 

.
1

』

現
敬
な
リ
2
す
る
U

至
る
。

」
(

- *

五
1
—*
七

茛

で
 

)

然
ら
ば
國
家
ミ
か
社
會
ど
か
云
ぷ
典
同
生
活
の
意
義
一 

は
g
M:
'
で
あ
ら
ぅ
か
。 

；
■
「

個
人
の
屯
活
は
此
の
共
同
生
活
な
く
し
弋
は
永
久
に
釋
け
ざ
る
矛

： 

•

•
r r
•
て
わ
る
。
：
：
個
人
の.生
活
の
旁
)1
を
1
:
务
之
4>

充
贳
し
、
之̂
'

,'

酿
化
す
る
ミ
こ
る
の
共
同
生
活
は
、
其
れ
自
ら
ー
の
ん
格
生
活
で
な
，
：
 

:

け
れ
ば
な
ら
«
の
で
あ
る0」 (

六
山
ハS

..
: 

「

人
格
w

l t

、此
の
自
決
的
の
、
獨
立
の
葸
思
わ
り
、
：
さ
ぅ
し
て
其
の
一 

澈
思
の
^ '

现
で
あ
6
猢
立
自
在
、
獨
立
自
決0
行
爲
4 »

な
彳
主
體
^
へ 

m

ふ
の
で
わ
る
。
然
ら
ざA

レ
の
は
、
人
格
ミ
し
て
缺
陷
の
あ
る
L
 

. 

の
で
わ
り’

又
は
非
人
格
で
わ
る̂

バ
六
丸
質)

- '
.
' 

:
'

「

K

滇
の
存
在
の
木
莪,|

3;
此
の
涸
入
々
々
の
屯
活
と
、國
家
、
社
會
の 

屯
呑
-

W
,

が
合
致
マ
る
、
.

1
IC

わ
る
。

」
(

七
叫
頁〕

：
：

-
「

物
格
-
.

L

對
す
る
權
利
の
媿
渡
、
即
ち
國
家
|:

ム
つv

^

人
|:
保
障
ぜ 

• 

'ら
れ
れ
突
酣
物
の
全ft
は
財
蛮
で
、
之
は
闕
家
の
迸
接
な
る
險
護
、

第

三

號|

四
〇

保
障
の
下
に
立
つ
。
人
格| ;
對
す
る
襁
利
の
總
體
、
即
ちM
^

つ
て
問
狻
1:
財
虚
所
有#
|:

保
障
乜
ら
れ
る
支
挪
人
格-0
全
肢
は
即 

ち
狹
歲Li

云
ふ『

勞
働
M

で
わ
ろO
J C

H

i£
M

>
 

• 

「

生
活
は
運
励
を
意
味
す
る
、人
格
生
活
の
述
勋
は
、
人
格
性

e

非
人 

:
•

.

格
性W

の
戦
測
で
3b
A

o

j
 (

一
 

四
0
茛〕

r
Tt
f

c

t

wl t

、
1
切
の
\

格
_

爭
、
/1
-

活
闘
爭
の
總
名
稱
で
わ
り
、
國 

:

.

民
經
濟w

は
其
の
最
耍
部
^
*
む
る
經
濟
生
括
關
爭
の
m

名
m

で
わ 

厂

る
。j

 

a

四
>

茛)

.

:

:
以
上
の
拔
萃
に
依
つ
て
大
體
博
士
の
云
は
んw

す
る 

_

ミ
乙
ろ
を
知
b
得
る
^
思
ふ
。

ー
方
勞
働
絞
取
の
到
象 

|

を
是
認
し
、社
會
に
於
け
る
闘
领
を
肯
定
す
る
傅
士
は
、

I

他
方
國
象
否
定
を
拒
む
者
で
あ
る
。
然
ら
ば
更
に
如
例 

>

な
る
®
ょ
し
て
博
士
は
社
會
政
策
な
る
も
の
を
枝
立 

(
：
さ
る
、
(7
)

'

で
あ
ら
ぅ
か
。
則
ち
、.

Y
 

,「

今
H

迄
の
現
實
1:
就
弋
定
義
を
ド
ぜ
ば
、國
家
と
は
支
酣
關
你!1
滿

i

足
す
る
限
り
の
人
格
對
非
人
格
の
調
和
-
-

之̂

假41
1

强
你
調
初.

一.，:
/

と
名
づ
け
て
說
く̂—

の
贺
現
乜
ら
れ
て
居
ゐ
共
苘
生
活
で
わ
り
、 

.
社
會W
11
之
1
1滿
足
せ
ざ̂

闘
爭
對
抗_
の
共
同
屯
括
^
り
ミ
运
は
ね 

_

ぱ
对
ら
ぬ
。
社
會
政
饱
は
之
に
滿
足
.
ザ
ざ
る
關
爭
、
對
抗
の
共
同
生 

活
か
出
來
る
丈
け
廣
汎|^
國
家
容
器
じ
包
擁
せ
し
.め
ム
ぅ
ミ
す
る
政 

馆
の
謂
で
あ
るS
K

つ
て
渚
戈
な
い
o

j(

1
六
三
|

四
質
、

斯
く
の
如
く
國
家
を
解
す
るi

は
1
に
前
揭
の
ニ
種

の
議
論
，
-
丨
圃
爭
國
家
觀
と
國
家
至
上
主
義
の
中
間 

を
ゆ
く
も
のV

J

の
み
見
得
る
で
あ
ら
う
か
。
寧
ろ
共
同 

生
S
を
出
來
る
丈
け
廣
汎
P
國
家
容
器
に
包
擁
せ
し
め 

.ょ
う
ヒ
す
る
政
策
を
是
認
^ :
ら
る
；、
藤
ょ
り
見
れ
ば
、

，
 

::

寧
ろ
後
著
に
近
い
も
の
ビ
云
へ
^|
い
だ
ら
う
か
。
.
故
 ̂

If
士
は
極
力
ギ
ル
|ド»
會
主
義
5:
:
排
斥
じ
て
、
無
政
府 

ぐ
主
義
の
極
め
て
微
溫
的
な
る
も
の
、
若
し
く
は
假
面
を 

被
れ
る
穏
和
的
無
政
府
主
義
で
：あ
る
：e
呼
ば
れ
て
居 

る
o 
.

(

.
三
六
四
頁
其
の
他】

:.
:.
然
し
本
書
^
現
れ
た
ど
こ
，
 

ろ
を
以
つ
て
し
て
は
？
未
だ
吾
人
に
十
分
の
滿
足
を
與 

•
ふ
る
も
の
で
あ
る
^
は
云
へ
な
い
。醇.
士
は「

國
家
の
外 

圍
を
じ
て
彈
カ
性
に
富
む
も
の
：た
ら
し
め
，
出
來
る
丈 

け
十
分
に
共
同
生
活
の
國
爭
を
廣
沉
に
其
の
內
に
包
擁 

す
る
を
#
せ
し
む
る
こ」

が
社
會
政
策
第
一
の
本
旗 

‘で
あ
る
ビ
し
て
居
る
が
、
斯
く
の
如
く
し
て
形
成
さ
れ 

た
國
家
の
形
式
は
果
し
て
如
何
«
る
も
の
で
あ
ら
う 

か
。
此
の
點
に.
就

.い
て
博
士
の
所
論
は
未
だ
吾
人
比
明 

白
な
觀
念
を
與
ベ
て
居
る
も
のV」

は
云
へ
な
い

f
 

う
。
勿
論
本
書.
に
乐
さ
れ
た
^'_
こ
ろ
は
陴
士
自
&
云
は

.
第

十

六

猪(

四
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〕

新
刊
紹
介

る
、
言
葉
に
依
れ
ば
、「

ホ
ン
の
見
本
に
過
ぎ
な
い
ら
の 

で
あ
る
。」 (

序
三
頁)

從
つv

そ
れ
等
の
a
に
就
い
て
は 

今
後
に
於
け
る
it
士
の
勞
作
を
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
丨fu
l 

ほ
告
人
は「

社
會
主
義
が
誤
b
て
敎
へ
つ
、
あ
る
所
を 

IE
し
く
敎
ゆ
る
も
の

」

$
し
て
の
社
會
政
策
の
具
(|
1
的 

方
法
に
就
い
て
、
丨

j
そ
れ
が
博
士
が「

極
力
排
斥」
す 

る
所
謂
協
調
の
政
策
S
嚴
然
區
別
す
る
が
爲
め
に
、
鬪 

爭
の
壓
追
に
も
あ
ら
す
、
又
ニ.
時
的
調
和
に
も
あ
ら
ざ 

る
方
法
手
段
を
指
示
さ
る
、

こ
S
を
希
望
す
る
者
で
あ 

る
。
績
過
匆
々
に
し
て
筆
を..採
り
、.
切
±
の
眞
1 '
を
1\ 

ち
寧
へ
る
こV

:

な
く
ば
幸
で
あ
る
。

' 

, 
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券
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本
文
ニ
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八
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四
六

M

定
價
四
呱
‘五
^
錢

.
本
書.
は.
緖
論
に
於
て
船
荷
證
券
の
沿
革
、
發
行
及
ぴ 

f 

~

第

三

虢

一
四
一


